
　当社は、１９０９年１０月創立、２００９年１０月に１００周年を迎える

こととなります。１９１０年１０月に１,２４２件のお客さまにガスの供

給を開始して以降、戦災等の幾多の苦難を乗り越え、地域の皆

さまと共に歩み続けてまいりました。 

　現在(２００８年３月末)では、広島県内の約４３万件のお客さま

に都市ガスを、グループ会社を通じ、中国地方の約１８万件のお

客さまにLPG（液化石油ガス）をお届けし、地域の生活や経済

活動等に密着した活動を展開しております。 

 

はじめに

　お客さまに安心して安全にガスをお使いいただくため、２００８

年度も引き続き、経年ガス導管の効率的な入れ替えや、安全な

ガス消費機器への取り替え促進等の活動を継続してまいります。 

　また、２００８年４月から発売を開始しております、安全機能と便

利機能を兼ね備えた新製品「Siセンサーコンロ」の普及拡大を

図っていきます。 

　こうした取り組みを通じて、お客さまがガスをご使用になる

際の安全性の一層の向上に努めてまいります。 

 

安心・安全にガスをお使いいただくために

　当社が果たすべき社会的責任とは、「地域社会から信頼され

る会社をめざす」という経営理念のもと、日夜、エネルギーの安

定供給および安全性の確保に向けた事業活動を展開していく

ことであると考えています。 

　CSR（企業の社会的責任）には、「経営」「環境」「社会」の側

面があると言われています。当社は、経営的側面では、エネルギ

ーの安定的かつ安全な供給と外部環境の激しい変化に対応し

うる経営計画の策定・実施等を、環境的側面ではクリーンエネ

ルギーである天然ガスの普及拡大等を、社会的側面では社会貢

献活動および広報・広聴活動等を積極的に推進し、お客さま・地

域社会・株主の皆さまを始めとする全てのステークホルダーの

皆さまから信頼され、選択され続ける企業グループをめざし、全

力で取り組んでいます。 

 

広島ガスにおけるCSR経営について

　当社グループを取り巻くエネルギー業界は、ここ数年高騰を

続けている原油価格が今後も高水準で推移することが想定さ

れる中、規制緩和並びにエネルギー関連技術の進展等により、

エネルギー事業者間の競争が一段と激しくなることが予想さ

れます。  

　このような状況のもと、２００９年に１００周年を迎える当社は、

次の１００年につなげていく、すなわち新世紀への橋渡しの意味

を込めた新３カ年計画(２００８年～２０１０年の３カ年)「百年紀中

期経営計画」を策定しました。 

　基本方針といたしましては、本３カ年を広島ガスグループの

経営基盤の強化期間と位置づけ、グループ経営体制の充実に

向けて取り組み、継続的なグループ企業価値の向上に努めてま

いります。 

 

「百年紀中期経営計画」
の達成に努めます

　地球温暖化対策においては、京都議定書目標達成計画の第一

約束期間を迎え、２０１０年度における目標の精査と追加対策の検

討が行われるとともに、世界的にはポスト京都に向けた枠組みの

議論が開始されております。特に、２００８年７月に開催された北海

道洞爺湖サミットは、低炭素社会構築に向けたメッセージを日本

が世界に向けて発信していく重要な場となりました。 

　その意味において、天然ガスは、他の化石燃料に比べ環境負荷

が低く、環境特性に優れたエネルギーであり、その普及拡大を図

ることによって「低炭素社会の実現」に貢献できるものと考えて

おります。 

　当社は、これまでも高効率給湯器「エコジョーズ」やエネルギ

ー利用効率の高い「ガスコージェネレーションシステム」等の導

入を通じて天然ガスの普及拡大を図り、お客さま先・地域におけ

る省エネルギーやCO2の排出削減といった環境負荷の低減に努

めてまいりました。 

　今後も、２００９年度における家庭用燃料電池の本格的市場投入

や、将来の水素社会構築に備えた供給システムの技術調査等、ガ

ス業界の動きに沿った活動を展開し、天然ガスの更なる高度利

用に向けて、積極的に取り組んでまいります。 

　このほか、環境保全全般に関わる活動として、当社の環境目標

を改訂し、オフィス部門におけるCO2排出量の削減に向けた活動

を強化する等、事業活動における環境負荷の低減を図っています。 

　また、地域にエネルギーを供給する事業者として、行政・学校・

地域社会・地元企業等の関係者の皆さまと共に環境保全に関す

る啓発活動を推進する等、地域と連携した活動を展開しています。 

 

天然ガスの普及拡大を通じ、
低炭素社会の実現に貢献します
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　当社は、地域のお客さまに、安心して安全にお使いいただけ

るガス体エネルギーをお届けし、地域の皆さまと共に歩み続け

てまいりました。今後、当社が発展していくためには、地域の活

性化と発展が不可欠であると考えています。そのため、当社は、

エネルギーの安定供給および安全性の確保という本来業務に

加え、地域に密着した活動を展開し、地域社会の活性化と発展

に資するよう積極的に取り組んでまいります。 

　現状においては、広島の三大プロ団体である広島東洋カープ、

広島交響楽団、サンフレッチェ広島に対する支援に加え、社内

のバドミントン実業団チームによる学校等でのバドミントン講

習会の開催、さらには、エネルギー環境教育を中心とした次世

代教育の実施等、文化面・教育面・スポーツ面における地域貢

献も積極的に推進し、企業の社会的責任を果たすべく努力して

おります。 

　今後もこのような活動を軸として、地域と共にサステナブル

（持続可能な）社会の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

地域に密着した活動を通じ、
地域社会の活性化を図ります

　当社は、地域社会から信頼される会社をめざし、グループ全

体にコンプライアンス意識を徹底し、内部統制を強化するとと

もに、適切かつタイムリーな情報公開により、公正かつ透明な

事業運営を推進してまいります。 

公正かつ透明な事業運営を推進します

　近年のエネルギー業界は、規制緩和等に伴うエネルギー事

業者間の競争激化や環境問題への対応の必要性の高まり等、

かつてない大きな変化が生じています。 

　しかし、こうした変化をむしろチャンスと捉え、これまでにな

い大胆な変革や取り組みにより、お客さまにエネルギー利用の

ベストミックスをご提案し、果敢にチャレンジしていくことが重

要であると考えております。 

　私は以前から、自分の造語である「ＨＥＲＥ　ＡＮＤ　ＮＯＷ」

という言葉を大切にしています。その意味は、今という時は二

度と訪れないのであれば、その場、その一瞬に全力投球をして

いこうというものです。当社グループの社員とともに、「この時」

「この場」「この一瞬」に全力を集中して、この難局を乗り越え、

皆さまから信頼され、選択され続ける企業グループをめざして

まいります。 

 

おわりに
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